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三朝温泉　町営の国民宿舎　　2年連続の資金不足 に・・・。負債（借金）を返済できるのか・・・・?

特　集 ブランナールみささの今後は…?
　少しこの問題について、経緯と課題を取りあげ
てみたいと思う。

  歴史は
　ブランナールみささは、旧名称は三朝温泉会館
という名称で、現在の場所に一部を改築し新設さ
れた宿泊施設となっている。「三朝温泉会館」
は、昭和３８年にオープンした。この年は、小
鹿、三徳、三朝、旭、竹田の５ヶ村が合併して三
朝町が誕生して１０年目の節目の年でもあった。
　当時は、温泉プールも併設して、多くの利用者
で賑わったようである。また、交通網の発達によ
る観光ブームで三朝温泉を訪れる人が急増した。
それを反映するかのように、旅館が新設され、大
規模・デラックス化してきた。昭和３７年には３
７軒だった旅館が、１年後には４４軒と７軒も増
えているのである。昭和４０年５月には、天皇・
皇后両陛下を三朝温泉に迎えるなど、毎年、温泉
客は増え続け、三朝温泉が活気づいていくのであ
る。と同時に、「三朝温泉会館」の宿泊者も徐々
に増え続けていき、結婚式などでは「全国で一番
結婚式が多い国民宿舎」と言われ、年間１００組
ぐらいの結婚式があったともいわれていた。一方
で、昭和５５年には、三朝温泉初の「おかみの集
い」が開かれて、誘客などについて活発な意見が
出された。しかし、この頃から、温泉客は徐々に
減少し始めるのである。これを打破しようという
ことで、昭和６３年「ラーバン・ルネッサンス・
プラン」を答申したが、昨年この計画は変更とな
り事実上消失した。平成８年をピークに、三朝温
泉宿泊客は、減少し続けて、現在では３７万人を
切る状態。

  資金不足の原因
　このようななか、「ブランナールみささの資金
不足問題」が、議会全員協議会で協議されたので
ある。
　協議では、管理者より次の説明がなされた。ま
ず、資金不足の原因はなんなのか？
　一点目に、企業債の償還が挙げられる。簡単に
言ってしまうと、平成７年に建て替えた建物の借金
である。これが、現在約７億３千万円残っており、
利子等も払わなくてはならず、平成１１年度決算で
単年度収支において初めての赤字（３千万円）と
なった。結果的に、施設の目玉であるコンベンショ
ン機能は収益の向上には結びつかなかった。
　二点目に、退職手当組合特別負担金が挙げられ
る。これは、正職員の早期退職により、退職手当
組合の特別負担金が発生。平成２３年度までに払
わなくてはならない特別負担金の支払総額が６千

万円必要になったこと。
　三点目に、設備の老朽化が挙げられる。
　一つには、空調設備。現在は、全館冷暖房方式
であり、各部屋での調節が出来ないために、苦情
が相次いでいる。空調設備の全面改修には多大の
費用が必要。
　二つには、浴場に行くのに、階段があり、高齢
者の利用に支障をきたしている状況。
という説明であった。

  借金はいくら？
　では、ブランナールみささの現在の負債（借
金）は、どれだけあるのか。
　企業債（建設したときの借金）で、７億３千万
円。長期借入金が、３億３千万円。一時借入金
が、２億５千万円ということで、合計１３億１千
万円となっている。
　このなかで他の会計から借りているお金は、５
億円。その他は民間金融機関から借りている。

  問題点は
　管理者から新たに、今後６年間継続して出資を
受けたいと議会全員協議会に提案された。
　問題は、今後、町の一般会計から毎年、数千万
円規模で出資すれば、負債（借金）がきちんと返
済されていくのか、ということである。
　管理者からは、経営計画が出されてはいる。職
員の採用や、各種プランの立案などである。ま
た、業務体制の強化・営業面の強化などを計画し
ている。
　議会全員協議会では、様々な意見が噴出した。
「指定管理者制度を導入すべきではないか」「経
営診断をすべき」など。
　しかし、指定管理にすると、現在の借金を町の

その他

※防災行政無線システムデジタル
化の業務請負契約を解除。
　内容は、Ｈ２３年６月定例会にプロポー

ザル予算の計上。Ｈ２４年１月にプロポー

ザルの募集をし、３社が応募して２月に設

計業者を決定

　業 者 名　エヌ・ティ・ティ・データ・カ

スタマーサービス㈱中国支社

　設計委託費　１８，７００千円

　Ｈ２４年５月７日　設計委託業務の契約

をしたが、１２月１０日までに、契約が履

行できないことが判明し、この度、契約を

解除したものです。今後は、プロジェクト

チームを組織して再度検討される。

※みささ美術館を「指定管理」に。
　内容は、「三朝町多目的展示施設の設置及

び管理に関する条例」を、制定しました。

一般会計から返済しなくてはならない。さらに老
朽化した施設の改修費用が必要となる。というこ
とでもある。
　今後の方向性について議会全員協議会において
協議されたが、結論は出ていない。
　ただし、その前に開催された所管委員会である
「産業民生常任委員会」において「６年計画案は
認められない。計画の前に、再度経営について外
部による診断を受け、国民宿舎事業の方向性を示
すべきだ」とされている。
　今後、この問題について議会として、しっかり
と議論していかなければならない。
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て
は
、
平
成
25
年
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
公
募
を
行
い
、
候

補
者
選
考
を
経
て
３
月
に
は
決
定
し

た
い
。
そ
し
て
、
準
備
期
間
を
経
て
、

７
月
以
降
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

を
開
始
し
た
い
。

　

○ 

三
朝
温
泉
開
湯
８
５
０
年
記
念
事
業

の
概
要
に
つ
い
て

　
　

�　

開
湯
８
５
０
年
記
念
事
業
の
取
り

組
み
、
発
信
・
変
革
・
創
造
・
再
生
・

連
携
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画
を
立
て

て
い
き
、
三
朝
温
泉
の
機
運
を
上
昇

さ
せ
て
い
き
た
い
。

建
設
水
道
課

　

○
新
三
朝
橋
歩
道
橋
整
備
に
つ
い
て

　
　

�　

工
程
は
、
下
部
工
の
１
期
工
事
は

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
。
２
期
工
事

は
１
月
か
ら
７
月
。
上
部
工
は
３
月

か
ら
翌
年
２
月
を
予
定
。

　
　

�　

橋
は
５
～
６
月
ま
で
は
通
行
止
め

と
な
り
、
こ
ど
も
園
の
オ
ー
プ
ン
に

は
間
に
合
わ
な
い
。

　

○
新
三
朝
橋
補
修
工
事
に
つ
い
て

　
　

�　

橋
桁
の
塗
装
が
あ
り
、
春
に
あ
わ

せ
て
塗
装
し
た
い
。

　

○
砂
原
ポ
ン
プ
場
移
転
工
事
に
つ
い
て

　
　

�　

県
と
の
用
地
交
換
に
時
間
が
か
か

る
た
め
に
、
移
転
工
事
を
平
成
25
年

度
と
す
る
。

ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み
さ
さ

　

○
平
成
24
年
度
前
期
の
決
算
報
告

　
　

�　

宿
泊
客
は
前
年
度
を
や
や
上
回
っ

て
い
る
が
、
経
済
状
況
の
低
迷
の
あ

お
り
を
受
け
て
、
特
に
休
憩
者
の
減

少
が
著
し
い
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会

12
月
定
例
議
会

④



６人の議員が一般質問

知
久
馬　

�

三
朝
温
泉
街
を
中
心

に
し
て
砂
原
か
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
辺
り

ま
で
歩
い
て
、
気

が
付
く
の
が
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
や
空
き

缶
の
ポ
イ
捨
て
、
そ

し
て
犬
の
ふ
ん
が
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
状
態
が
見
受
け
ら

れ
、
こ
の
状
態
を
見

る
と
、
町
全
体
が
汚

　
　
　

�

い
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
す
。

　
　
　

�　

町
と
し
て
、
環
境
美

化
の
取
り
組
み
を
ど
う

し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

�
三
朝
温
泉
や
三
徳
山
と

い
っ
た
観
光
地
を
抱
え

る
わ
が
三
朝
町
に
と
っ

て
は
地
域
環
境
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
も
つ
な
が
る
。
本
町

で
は
、
毎
年
春
と
秋
の

二
回
、
各
集
落
の
協
力

に
よ
り
町
内
全
域
を
対

象
に
し
た
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
い
る
。

知
久
馬　

�

確
か
に
、
町
内
一
斉

清
掃
等
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い

て
の
減
少
は
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

　
　
　
　

�　

環
境
美
化
の
向
上

は
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
考
え
ら
れ

る
の
か
。

町
長　
　

�

環
境
を
美
し
く
す
る

た
め
に
広
報
媒
体
と

し
て
、
町
報
並
び
に

防
災
行
政
無
線
を
通

し
て
広
報
を
行
う
。

　
　
　
　

�　

あ
ら
ゆ
る
教
育
活

動
の
場
で
声
を
高
め

て
い
く
よ
う
配
慮
し

て
い
く
。

知久馬二三子議員

環境美化
問  

温
泉
街
等
観
光
地
の
環
境
美
化
に
つ

い
て

答  

広
報
活
動
と
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
場

で
声
を
高
め
る

知
久
馬　

�

来
年
１
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ガ
ン
検
診
の
受

診
率
が
50
％
に
な
る

よ
う
受
診
を
呼
び
か

け
て
ほ
し
い
。

町
長　
　

�

国
で
は
、
が
ん
対
策

を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
が
ん
対
策
基
本

法
が
平
成
19
年
４
月

１
日
に
制
定
さ
れ
、

が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
を
策
定
し
、
平

成
２
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
に
お
け
る

が
ん
検
診
全
体
の
受

診
率
を
50
％
と
目
標

を
掲
げ
て
進
め
て
い

る
。

　
　
　
　

�　

町
と
し
て
受
診
し

や
す
い
が
ん
検
診
の

体
制
づ
く
り
を
進
め

る
。

知
久
馬　

�

高
齢
者
の
中
に
は
認

知
症
が
多
く
な
っ
て

い
る
中
、
認
知
症
の

検
診
を
取
り
入
れ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

町
長　
　

�

本
町
で
は
、
昨
年
度

策
定
し
た
三
朝
町
高

齢
者
計
画
、
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
認
知
症

に
対
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
と
意
識
啓

発
、
早
期
に
医
療
機

関
を
受
診
で
き
る
よ

う
な
支
援
体
制
の
整

備
を
図
る
事
を
定
め

て
お
り
ま
す
。

町民の健康
問  一
般
健
診
、
ガ
ン
検
診
に
加
え
て
、
認
知

症
の
検
診
は
で
き
な
い
か

答  

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と

意
識
啓
発
を
し
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
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三朝町の明日に期待

藤
井　

�

現
在
、
三
朝
町
に
お
い

て
定
住
対
策
案
が
示
さ

れ
、
町
外
か
ら
三
朝
町

に
新
築
さ
れ
て
来
ら
れ

た
方
に
は
、
お
米
を
１

年
分
提
供
さ
れ
、
空
き

家
購
入
な
ど
に
よ
り
転

入
さ
れ
る
方
に
は
、
家

屋
の
改
造
資
金
に
対
し

上
限
20
万
円
の
助
成
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

�　

新
築
に
対
す
る
お
米

の
提
供
に
つ
い
て
は
、

数
件
の
実
績
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
家
屋
の
改

造
資
金
に
つ
い
て
は
実

績
が
あ
っ
た
よ
う
に
は

聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

�　

定
住
対
策
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
助
成
制

度
の
拡
充
を
打
ち
出
す

事
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
お
考

え
を
伺
う
。

　
　
　

�　

ま
た
、
三
朝
町
の

人
口
統
計
で
は
、
小

鹿
地
区
２
０
０
世
帯

で
５
９
５
人
、
三
徳

地
区
２
５
９
世
帯
で

７
６
１
人
、
三
朝
地
区

で
は
１
，
１
４
８
世
帯

で
２
，
７
７
０
人
、
高

勢
地
区
１
２
５
世
帯

で
３
２
２
人
、
賀
茂
地

区
で
は
６
０
６
世
帯
で

１
，
８
８
９
人
、
竹
田

地
区
で
は
３
０
１
世
帯

で
７
６
９
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
平
成
23

年
度
１
年
間
で
死
亡
さ

れ
た
方
は
１
１
６
人
で
、

男
性
64
人
、
女
性
52
人

で
あ
り
、
平
成
24
年
４

月
か
ら
10
月
末
ま
で
は
、

男
性
46
人
、
女
性
31
人

の
67
人
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

�　

こ
う
し
た
人
口
減
少
の

状
況
も
あ
っ
て
、
集
落
自

体
が
維
持
で
き
な
い
集
落

も
現
れ
て
お
り
、
現
在
集

落
で
は
、
区
長
も
い
な
い

状
況
も
あ
る
。
今
後
そ

う
い
っ
た
集
落
が
増
え
て

く
る
可
能
性
が
十
分
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

�　

こ
う
い
っ
た
状
況
に

対
し
て
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　

�

本
町
に
と
っ
て
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
と
し
て
、
定
住
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　

�　

平
成
23
年
度
よ
り
三

朝
町
す
ま
い
る
応
援
事

業
と
、
三
朝
町
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

�　

す
ま
い
る
応
援
事
業

は
、
三
朝
米
を
１
年
分

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の

で
あ
り
、
昨
年
度
は
５

家
族
、
今
年
度
は
現
在

ま
で
２
家
族
で
計
７
家

族
の
方
が
事
業
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度

よ
り
県
外
か
ら
本
町
に

移
住
さ
れ
る
方
が
空
き

家
を
購
入
ま
た
は
賃
貸

さ
れ
改
修
さ
れ
る
場
合

の
経
費
に
対
し
、
20
万

円
を
上
限
と
し
て
助
成

す
る
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
が
、
現
在
こ
の
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
い

た
だ
い
て
い
る
方
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
い

ま
し
て
助
成
の
制
度
、

援
助
し
て
い
く
制
度
そ

の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る

の
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
う
の
が
一
つ
と
、
提

供
す
る
事
に
よ
っ
て
家

の
権
利
を
失
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
よ
う
に

深
く
考
え
ら
れ
す
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

藤
井　

�

三
朝
町
の
人
口
減
少
の

あ
り
方
で
、
集
落
自
体

が
維
持
で
き
な
い
集
落

等
が
、
今
現
在
増
え
て
、

世
帯
数
が
10
軒
未
満

の
集
落
が
17
集
落
、
人

口
10
人
未
満
の
集
落
が

６
集
落
あ
り
集
落
の
維

持
が
で
き
な
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
な
か
、
施

策
と
し
て
ど
の
よ
う
に

今
後
考
え
ら
れ
て
い
か

れ
る
の
か
。

町
長　

�

村
の
歴
史
を
大
事
に
し

た
い
と
思
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
村
が
長
い
長
い
年

月
を
か
け
て
今
日
を
作

り
上
げ
て
き
て
お
ら
れ
、

現
実
に
世
帯
数
が
減
っ

て
い
る
。
あ
る
い
は
、
人

口
が
減
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
そ
の
村
へ
残
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
と
、
子

ど
も
さ
ん
方
が
里
部
の

方
に
住
ま
い
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
そ

う
い
っ
た
状
況
は
私
と

し
て
は
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。

藤
井　

�

今
後
、
山
間
部
集
落
実

態
調
査
集
計
等
い
ろ
い

ろ
踏
ま
え
、
今
後
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤井克孝議員

人口減少
問  

定
住
対
策
、
人
口
減
少
に
つ
い
て

答  

一
生
懸
命
努
力

⑥



６人の議員が一般質問

清
水　

�

消
防
団
組
織
の
編
成
に
つ

い
て
は
、
た
と
え
ば
、
編

成
を
変
え
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
だ
れ
が
議
案

を
出
し
、ど
こ
が
審
議
し
、

最
終
的
に
ど
こ
で
結
論
を

出
す
の
か
？

町
長　

�

消
防
団
組
織
を
変
更
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ

の
必
要
性
や
方
向
性
に

つ
い
て
消
防
団
幹
部
の

皆
さ
ん
等
と
意
見
交
換

を
行
い
、
改
正
案
を
作

成
し
、
三
朝
町
消
防
審

議
会
に
諮
問
し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
審
議
会
で

改
正
案
に
つ
い
て
十
分

ご
審
議
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
町
に

答
申
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

町
が
消
防
団
組
織
の
変

更
に
つ
い
て
方
針
を
決

定
し
、
議
会
の
皆
さ
ん

に
報
告
す
る
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
す
。

清
水　

�

消
防
団
員
か
ら
「
辞
め

た
い
。」
と
い
う
声
を
聞

く
こ
と
が
あ
る
。
減
少

原
因
に
つ
い
て
も
検
証
さ

れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、

退
団
防
止
に
つ
い
て
何
ら

か
の
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長　

�

団
員
が
、
退
団

さ
れ
る
理
由
は

年
齢
や
家
庭
の

事
情
に
よ
る
も

の
で
今
年
度
は

18
名
の
方
が
退

団
さ
れ
た
。
今

後
は
、
消
防
団

　
　
　

�

幹
部
等
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
十
分
協
議
し
て
ど

ん
な
対
応
が
出
来
る
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
水　

�

消
防
組
織
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
２
２
６
号
）

第
15
条
の
６
第
２
項〔
現

行
＝
第
23
条
第
２
項
〕

の
規
定
に
基
づ
き
、
消

防
団
員
服
制
基
準
を
定

め
て
い
る
。

　
　
　

�　

そ
の
中
に
、「
防
火

服
」
が
団
員
全
員
分
な

い
班
や
、「
消
防
団
員
手

帳
」
と
い
う
基
準
が
あ

り
ま
す
が
、
三
朝
町
で

は
、
そ
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
労
働
条

件
義
務
違
反
に
も
な
り

得
る
こ
と
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
？

町
長　

�

労
働
条
件
義
務
違
反
に

は
、
あ
た
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水　

�
現
在
、
大
規
模
災
害
発

生
時
に
、
寺
院
が
避
難

者
受
け
入
れ
先
な
ど
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

提
案
だ
か
、
町
内
の
ご

寺
院
を
、
災
害
時
の
避

難
場
所
や
、
本
堂
な
ど

を
炊
飯
所
な
ど
に
す
る

協
力
関
係
を
協
定
と
い

う
形
で
取
り
決
め
を
し

た
ら
ど
う
か
。

町
長　

�

現
在
、
町
内
に
は
11
の

ご
寺
院
が
あ
る
。
本
町

の
災
害
時
の
対
応
を
考

え
る
と
、
最
寄
り
の
指

定
避
難
所
が
手
狭
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
一

時
避
難
先
と
な
る
区
の

公
民
館
が
土
砂
災
害
特

別
危
険
区
域
内
に
あ
る

箇
所
も
あ
る
の
で
今
後
、

検
討
し
て
み
た
い
。

清
水　

�

鳥
取
県
で
は
、
鳥
取
市

が
今
年
６
月
28
日
に
、

気
象
庁
鳥
取
地
方
気
象

台
と
「
災
害
発
生
時
等

に
お
け
る
防
災
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
た
。�

ぜ
ひ
、
三
朝
町

に
お
い
て
も
、
気
象
台

の
情
報
が
い
ち
早
く
町

民
に
伝
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
気
象
庁
鳥
取

地
方
気
象
台
と
の
協
定

を
一
日
も
早
く
結
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

�

気
象
台
長
と
ト
ッ
プ
同

士
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事

務
レ
ベ
ル
で
も
、
市
町

村
職
員
専
用
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
が
あ
る
の
で
、

当
面
は
こ
う
い
っ
た
体

制
で
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水　

�

各
地
区
の
地
域
協
議
会

を
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

防
災
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

整
備
し
た
ら
ど
う
か
と

思
う
。
つ
ま
り
、
６
つ
の

地
域
協
議
会
に
様
々
な

防
災
資
材
や
非
常
食
料

等
を
備
蓄
し
て
い
る
防

災
資
機
材
倉
庫
を
整
備

し
、
災
害
時
に
は
、
各

施
設
が
収
容
避
難
所
と

な
る
施
設
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
準
備
し
て

お
け
ば
ど
う
か
？

町
長　

�

災
害
時
に
備
え
て
、
資
機

材
を
分
散
備
蓄
す
る
こ
と

は
、
重
要
な
こ
と
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
現
在
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
、
地
区
公
民
館
等

を
地
域
防
災
拠
点
と
し
て

整
備
し
、
避
難
所
機
能

だ
け
で
な
く
、
現
地
対
策

本
部
、
消
防
団
の
支
援

部
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、

救
援
資
機
材
の
中
継
・
分

配
拠
点
と
す
る
こ
と
で
検

討
し
て
い
ま
す
。非
常
食・

飲
料
水
・
毛
布
な
ど
は
、

地
域
協
議
会
等
へ
の
拠
点

施
設
等
で
の
分
配
備
蓄
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
み
た
い
。

清水成眞議員

防災対策と消防団
問  

放
火
服
が
団
員
全
員
分
な
い
班
が
あ
る

が
？

答  

今
年
度
中
に
、
す
べ
て
の
班
に
２
名
分

の
防
火
服
を
整
備
し
た
い
。
ま
た
、
予

算
が
整
え
ば
、
全
員
分
を
整
備
す
る
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教 

育
委
員
長

①�

我
が
町
の
子
ど
も
達
を
ど
の

よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
理
念
は
、

生
き
る
力
を
育
む
教
育
で
す
。

生
き
る
力
と
は
、
自
ら
が
考

え
、
自
ら
が
判
断
し
、
自
ら

の
言
葉
や
文
章
で
表
現
す
る
。

こ
れ
ら
の
力
を
育
む
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
こ

の
三
つ
を
育
む
教
育
で
、
生

き
る
力
は
、
子
ど
も
達
が
将

来
困
難
に
直
面
し
た
場
合
に

も
残
り
得
る
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。

　

�　

で
す
か
ら
、
私
は
我
が
町
の

子
ど
も
達
に
生
き
る
力
を
育
む

事
を
基
本
方
針
と
し
た
い
。

　

�　

次
に
、
各
学
校
で
は
、「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の

標
語
で
呼
び
か
け
、
規
則
正
し

い
生
活
を
お
く
ら
せ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②�

子
ど
も
と
地
域
の
つ
な
が
り

は
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま

た
地
域
協
議
会
と
の
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

③�

教
育
委
員
会
の
透
明
性
の
現

状
は
、
三
朝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
中
で
会
議
録
を
公
開
、
さ

ら
に
会
議
も
公
開
し
て
お
り

ま
す
。

④�

小
学
校
の
今
後
の
あ
る
べ
き

姿
は
、
今
年
３
月
に
中
間
報

告
書
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
後
、各
地
域
協
議
会
、

学
校
、
保
育
園
の
保
護
者
な

ど
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

極
め
て
重
た
い
課
題
で
は

あ
り
ま
す
が
、
３
月
の
最
終

報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
、

５
人
の
委
員
の
意
見
を
し
っ

か
り
集
約
し
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
方
針
を
お
示
し

し
て
い
き
た
い
。

福田茂樹議員

教　　　育
問  

今
後
の
三
朝
町
の
教
育
行
政
は
？

答  

①
生
き
る
力
を
育
む
教
育

　
 

②
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

 　

③ 
三
朝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
委
員
会
会

議
録
を
公
開

　

 

④ 

小
学
校
の
統
合
は
３
月
の
最
終
報
告
書
で

町
長　

①�

賀
茂
保
育
園
の
今
後
の
運
営
に

お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

福
生
会
に
よ
る
管
理
運
営
に
つ

き
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
も

良
好
な
関
係
を
保
ち
適
正
な
管

理
運
営
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
実

績
か
ら
、
引
き
続
き
お
願
い
す

る
事
と
し
た
。

②�

み
さ
さ
こ
ど
も
園
は
、
概
ね

10
年
間
は
公
設
公
営
の
施
設

と
し
て
運
営
し
て
参
り
た
い
。

ま
ず
は
公
設
公
営
に
よ
り
町

が
し
っ
か
り
と
し
た
保
育
指

針
等
を
示
し
実
践
す
る
事
で
、

子
育
て
に
関
し
て
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
安
心
と
信
頼

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

③�

竹
田
保
育
園
は
築
33
年
の
施

設
で
す
。
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
園
児
の
数
が
現
在

12
人
と
い
う
実
態
や
、
今
後

の
園
児
数
の
推
移
等
も
踏
ま

え
、
賀
茂
保
育
園
の
分
園
化

も
一
つ
の
案
と
し
て
と
ら
え
、

施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性

も
含
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保　育　園
問  

①
賀
茂
保
育
園
の
指
定
管
理
は

　

 

②
み
さ
さ
こ
ど
も
園
は
公
設
公
営
か

 　

③
竹
田
保
育
園
は
分
園
化
に
す
べ
き

答  

①
賀
茂
保
育
園
は
引
き
続
き
指
定
管
理

　

 

② 

み
さ
さ
こ
ど
も
園
は
当
面
（
10
年
程

度
）
公
設
公
営

 　

③
竹
田
保
育
園
は
分
園
化
も
検
討

町
長　

�

平
成
17
年
に
行
政
改
革

の
推
進
計
画
で
あ
る
三

朝
町
の
自
立
に
向
け
た

変
革
の
た
め
の
行
動
計

画
を
策
定
。
ま
た
翌
年

に
は
、
そ
の
進
捗
管
理

表
を
公
表
し
、
事
務
事

業
及
び
行
政
組
織
等
の

改
革
に
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
。

　
　
　

�　

今
、
町
政
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
第

10
次
三
朝
町
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
第
２
弾
三
朝
町

の
自
立
に
向
け
た
変
革

の
た
め
の
行
動
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

行
動
計
画

答  

第
２
弾
を
作
っ
て

い
き
た
い

問  

第
２
弾
三
朝
町
の

自
立
に
向
け
た
変

革
の
た
め
の
行
動

計
画
を
作
る
べ
き

⑧



６人の議員が一般質問

遠
藤　

�
町
内
の
三
校
の
小
学
校

で
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
児
童
数
が
減
少
、

将
来
大
幅
な
増
加
が
見

込
め
な
い
中
、
い
つ
ま

で
現
状
を
維
持
さ
れ
る

の
か
。
統
合
を
打
ち
出

し
て
も
、
実
現
す
る
ま

で
に
相
当
の
期
間
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
が
。

教
育
長 　

適
正
な
教
育
環
境
を

整
え
る
た
め
に
は
、
小

学
校
の
形
態
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
視
点
に

立
っ
て
統
合
の
あ
り
方

を
検
討
、
町
民
皆
様
の

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
小
学
校
統
合
の
あ

り
方
に
つ
き
熟
慮
を
重

ね
て
い
る
。
三
朝
町
の

す
べ
て
の
子
ど
も
達
が

充
実
し
た
教
育
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
第
一
義

と
し
て
、
地
域
振
興
、

財
政
面
も
考
慮
し
な
が

ら
年
度
末
の
最
終
報
告

書
の
作
成
に
取
り
組
む
。

遠
藤　

�

平
成
25
年
４
月
に
は
、

み
さ
さ
こ
ど
も
園
が
開

園
さ
れ
ま
す
。
町
長
は
、

本
町
の
保
育
料
は
県
下

一
安
い
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
所
得
に
よ

る
応
能
割
は
、
今
９
段

階
に
区
分
し
て
徴
収
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
階

層
を
半
分
ぐ
ら
い
に
減

ら
し
て
設
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

�

本
町
で
は
初
と
な
る
幼

保
一
元
型
の
子
育
て
施

設
と
し
て
、
み
さ
さ
こ

ど
も
園
を
開
園
。
保
育

料
は
県
内
で
一
番
安
い

保
育
料
を
基
本
と
し
て

お
り
、
幼
稚
園
に
相
当

す
る
短
時
間
利
用
者
の

方
の
保
育
料
は
長
時
間

利
用
者
よ
り
、
お
お
む

ね
三
割
程
度
安
く
設
定

し
て
お
り
、
町
外
に
預

け
て
お
ら
れ
る
方
も
町

内
の
子
育
て
施
設
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

遠
藤　

�

幼
稚
園
部
分
の
保
育
料

を
一
律
に
し
て
低
所
得

者
に
は
差
額
を
町
が
助

成
措
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
民
課 

長　

現
在
の
大
方
の
幼

稚
園
の
保
育
料
と
比
較

し
て
、
こ
の
設
定
の
金
額

は
現
在
の
幼
稚
園
の
保

育
料
よ
り
安
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
今
の
現
状
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
十
分

対
応
し
て
い
け
る
。

遠
藤　

�

や
は
り
、
も
う
少
し
簡

素
化
さ
れ
る
べ
き
、
再

度
検
討
を
求
め
た
い
。

遠藤勝太郎議員

学校
問  

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

答  

平
成
24
年
度
末
に
最
終
報
告
を
提
出
す
る

保育
問  

保
育
料
に
つ
い
て

答  

こ
の
ま
ま
の
設
定
で
十
分
対
応
し
て
い
け
る

遠
藤　

�

平
成
24
年
産
米
の
一
等

米
比
率
が
、
本
町
で
は

コ
シ
ヒ
カ
リ
8.8
％
、
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

０
％
、
き
ぬ
む
す
め

１
０
０
％
で
あ
っ
た
。

本
町
で
取
り
組
ん
で
い

る
特
栽
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
一
等

比
率
が
ゼ
ロ
で
は
ブ
ラ

ン
ド
化
は
難
し
い
。
昨

年
、
特
Ａ
を
取
得
し
た

き
ぬ
む
す
め
を
銘
柄
米

と
し
て
推
薦
す
る
方
が

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
近
道

だ
と
思
う
が
。

町
長　

�

本
町
が
三
朝
米
を
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
た
め
に
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
推
奨
し
て
い
る
の

は
、
比
較
的
ど
こ
で
も
、

あ
る
程
度
の
よ
い
食
味

の
お
米
が
生
産
で
き
、

味
も
日
本
人
好
み
の
味

で
、
人
気
の
品
種
で
あ

る
と
い
う
理
由
。
き
ぬ

む
す
め
を
推
奨
し
て
栽

培
面
積
を
拡
大
す
る
事

も
必
要
。

遠
藤　

�

夏
場
の
暑
さ
に
強
い
品

種
を
Ｊ
Ａ
、
普
及
所
等

と
検
討
し
、
本
町
に
適

し
た
品
種
の
導
入
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

�

本
町
に
ど
の
品
種
が
一

番
い
い
の
か
、
も
っ
と

選
別
す
る
必
要
が
あ

る
。
関
係
者
の
ご
意
見

を
聞
き
、
な
お
一
層
研

究
す
る
。

農業
問  

米
の
生
産
に
つ
い
て

答  

関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
努
力
す
る
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三朝町の明日に期待

杉
原　

�

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を

受
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
大
き
な
転
換
が
問

題
と
な
り
、
そ
れ
は
ま

た
電
力
分
野
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
社
会
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

�　

ひ
っ
迫
す
る
電
力
事

情
を
背
景
に
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
公
共
施
設
へ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

は
積
極
的
に
検
討
す
べ

き
課
題
だ
と
思
う
。

　
　
　

�　

こ
の
事
は
電
気
料
金

値
上
げ
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
わ
け
で

あ
る
一
方
、
民
間
資
金

を
活
用
し
た
リ
ー
ス
方

式
に
よ
っ
て
導
入
を
進

め
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
ど
う
思
う
か
。

町
長　

�

省
エ
ネ
対
策
に

つ
い
て
、
改
め
て

認
識
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

�　

来
年
４
月
に
開
園
予

定
の
み
さ
さ
こ
ど
も
園

の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

て
い
く
。

　
　
　

�　

現
在
、
役
場
庁
舎
に

設
置
し
た
省
エ
ネ
型
蛍

光
灯
よ
り
節
電
効
果
が

高
く
、
安
価
で
高
機
能

な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
も

販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
他
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

杉
原　

�

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
昨
年
８
月
に
成
立
し
、

電
気
の
調
達
に
関
す
る

特
例
措
置
法
が
創
設
さ

れ
、
本
年
７
月
か
ら
導

入
さ
れ
た
。

　
　
　

�　

こ
れ
を
受
け
て
電
力

の
地
産
地
消
の
動
き
が

全
国
の
地
域
集
落
等
で

始
ま
っ
て
い
る
。
本
町

に
あ
っ
て
も
、
住
宅
、

地
域
集
落
等
で
取
り
組

み
や
す
い
環
境
整
備
の

促
進
を
検
討
す
べ
き
だ
。

町
長　

�

本
町
に
お
い
て
も
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
促
進
の
た

め
、
30
万
円
を
上
限
に

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

７
万
５
千
円
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
お
り
、

こ
の
制
度
を
活
用
さ
れ

た
方
は
平
成
23
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
13
件

あ
っ
た
。
本
年
も
こ
れ

ま
で
に
９
件
申
請
を
受

け
て
い
る
。

　
　
　

�　

現
在
の
社
会
情
勢
を

考
え
る
と
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

本
町
に
適
し
た
こ
と
へ

の
研
究
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
。

杉
原　

�

旧
竹
田
発
電
所
跡
地
の

検
討
を
行
っ
た
結
果
、

立
地
、
環
境
、
経
済
性

等
を
総
合
的
に
評
価
を

し
て
、
開
発
融
合
地
点

と
し
て
判
断
し
た
と
報

告
を
受
け
た
。

　
　
　

�　

平
成
24
年
度
中
に
流

量
観
測
、
魚
類
調
査
、

そ
し
て
国
土
交
通
省
等

の
協
議
に
入
る
と
な
っ

て
い
る
。
観
測
調
査
等

の
実
態
に
課
題
は
な
い

の
か
。

　
　
　

�　

ま
た
本
町
に
と
っ
て
、

こ
の
水
力
発
電
事
業
は

有
益
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。
町
内
そ
の
他

の
地
域
で
も
こ
の
小
水

力
発
電
の
可
能
性
を
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

�

町
内
に
は
、
現
在
６
か

所
の
水
力
発
電
所
が
稼

働
し
て
お
り
、
町
内
の

全
世
帯
の
電
気
使
用
量

の
お
よ
そ
６
倍
も
の
電

力
を
供
給
し
て
い
る
。

　
　
　

�　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
小
水
力
発
電

事
業
は
魅
力
的
で
あ
る

が
、
費
用
対
効
果
が
ど

う
か
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

杉原憲靖議員

エネルギー
問  

省
エ
ネ
対
策
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
を
図
る
べ
き
だ

答  

本
町
に
適
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い

⑩



【提出された議案】

議案の件名 内　　容 採否

（11月臨時議会）

平成24年度一般会計補正予算（第５号） 町立図書館のエアコン改修　3,500千円 可決
三朝町保育の実施に関する条例及び三朝町保育所の設置
及び管理に関する条例の一部改正について みささこども園の開設に伴う条例の一部改正 可決

財産の取得について
みささこども園用地の取得
相手方　三朝町土地開発公社
取得面積　5,077.72㎡　　　取得価格　115,358,730円

可決

（12月定例議会）

専決処分　平成24年度一般会計補正予算（第６号） 衆議院議員選挙執行費　11,689千円 承認
専決処分　�平成24年度三朝町会計事務集中管理特別会計

補正予算（第１号） 衆議院議員選挙執行費による職員人件費の補正 承認

平成24年度一般会計補正予算（第７号） 補正額　146,564千円� 補正後予算額� 5,251,715千円 可決
平成24年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 補正額� △494千円� 補正後予算額� 884,569千円 可決
平成24年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 補正額� 1,088千円� 補正後予算額� 902,540千円 可決
平成24年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 補正額� Δ39千円� 補正後予算額� 32,261千円 可決
平成24年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第１号） 補正額� 1,946千円� 補正後予算額� 24,146千円 可決
平成24年度三朝町集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号） 補正額� 895千円� 補正後予算額� 112,704千円 可決
平成24年度三朝町会計事務集中管理特別会計補正予算（第２号） 補正額� Δ3,184千円� 補正後予算額� 1,830,462千円 可決
平成24年度三朝町財産区特別会計補正予算（第２号） 可決
平成24年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号） 砂原ポンプ場移転工事を翌年度として減額� Δ10,800千円 可決
三朝町指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防
サービス事業者の指定に関する資格並びに事業の人員、設置及
び運営に関する基準等を定める条例の設定

地域自主権改革第二次一括法に伴う条例の設定 可決

三朝町多目的展示施設の設置及び管理に関する条例の設定 地域民芸品等保存伝習施設からの変更と指定管理制度への移行 可決
三朝町立中学校及び小学校設置条例の一部改正 福山分校の廃校による 可決
三朝町移動等円滑化のために必要な特定公園の設置に関
する基準を定める条例の設定 地域自主権改革第二次一括法に伴う条例の設定 可決

三朝町公共下水道の構造の基準を定める条例の設定 地域自主権改革第二次一括法に伴う条例の設定 可決
布設工事監督者が監督業務を行う水道の布設工事並びに布設工
事監督者及び水道技術管理者の資格を定める条例の設定 地域自主権改革第二次一括法に伴う条例の設定 可決

町道路線の認定 町道健康むら線 可決
賀茂保育園の指定管理者の指定 福生会を指定管理者に指定 可決
鳥取中部ふるさと広域連合規約を変更する協議 可決

（追加議案　12月17日）

三朝町議会会議規則の改正 自治法改正による 可決
三朝町議会委員会条例の改正 自治法改正による 可決
妊婦健診と、ヒブ、小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防３ワクチ
ンへの2012年度と同水準の公費助成を国に求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生
労働大臣に提出 可決

監査委員の選任 和泉沢吉氏の選任の同意 同意
三朝町名誉町民 故松村喬成氏への称号贈呈 同意
人権擁護委員の推薦につき意見を求める 安本紀子氏の推薦 適任

【陳情】　１２月定例会の陳情に対する審査結果です。

件　　　名 提　出　者 審査結果

原子力から再生可能な自然エネルギーへの源の転換を求める
陳情

反核・平和の火リレー鳥取県実行委員会
　　実行委員長　小谷　明寛 趣旨採択

島根原発１号機・２号機の再稼働反対と３号機の建設凍結を
求める陳情

反核・平和の火リレー鳥取県実行委員会
　　実行委員長　小谷　明寛 趣旨採択

妊婦健診と、ヒブ、小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防３ワクチンへ
の2012年度と同水準の公費助成を国に求める意見書提出の陳情

新日本婦人の会鳥取県本部
　　会長　山内　淳子 採択

年金2.5％削減中止を求める意見書の陳情 全日本年金者組合
　　鳥取県中部支部長　平井　隆 趣旨採択

注釈：陳情の審査結果で、即予算がつくものではありません。
　　みささ議会だより　平成25年（2013）１月⑪



　

年
月
の
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
、

三
朝
町
が
誕
生
し
て
60
周
年
を
迎
え

る
。
そ
の
間
年
々
人
口
も
減
少
し

１
万
１
千
人
台
か
ら
７
千
人
台
に
な

り
、
奥
部
集
落
で
は
集
落
維
持
も
危

ぶ
ま
れ
る
所
さ
え
出
て
き
た
。

　

昔
は
ど
の
集
落
で
も
こ
ど
も
の
声

が
し
て
賑
や
か
だ
っ
た
が
、
今
で
は

こ
ど
も
の
声
も
聞
こ
え
な
い
集
落
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
若
者
の
定
住
促

進
に
繋
げ
る
施
策
が
必
要
で
、
こ
れ

ら
に
よ
り
人
口
増
加
を
図
ら
な
け
れ

ば
本
町
を
維
持
す
る
の
も
困
難
な
時

代
が
や
っ
て
く
る
。

　

町
の
主
力
産
業
を
活
性
化
す
る
事

と
、
雇
用
の
場
の
提
供
も
併
せ
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

三
朝
温
泉
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
８
５
０
年
と
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
、
温
泉
街
の
空
き
家
対
策
や
観

光
客
で
賑
わ
う
街
へ
再
生
す
る
こ
と

が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

　

今
年
は
巳
年
で
あ
り
、
色
々
な
面

で
脱
皮
し
て
大
き
く
成
長
す
る
年
に

し
た
い
も
の
だ
。（遠

藤
勝
太
郎　

記
）

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

杉
原　

憲
靖

　
　
　
　

副
委
員
長　

清
水　

成
眞

　
　
　
　

委　
　

員　

横
木　

文
雄

　
　
　
　

委　
　

員　

吉
田　

文
夫

　
　
　
　

委　
　

員　

遠
藤
勝
太
郎

　福山集落の人口推移を見ると、
国勢調査では昭和30年人口140
人で24世帯を数えていましたが、
昭和40年には89人と急激に減少
傾向となり、平成24年12月31日
現在の住民基本台帳によると人
口19人、11世帯となっている。
　写真の左側に、平成24年12月
に廃校となった旧福山分校が見
え、その前を県道が走っている。
　この道路は主要地方道倉吉福
本線であり、倉吉市の広瀬とつな
がる道路として計画され、昭和50
年代に農業基盤整備事業とあわ
せ、2車線の道路として拡幅整備
されたものであるが、整備は集落
内までとなっている。

お
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

旧福山分校の運動場から福山集落
の上ミ側を見た写真です。

⑭

平成24年　福山集落

昭和43年　福山集落
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